
生物資源学専攻および海洋生物資源学専攻の研究分野 

１ 生物資源学専攻の専門種目 

① 分子生物学専門種目 

高等植物細胞の諸機能を生化学、分子生物学、分子細胞生物学の手法を用いて、遺伝

子やタンパク質の機能を解明することを目指している。具体的には、高等植物が保持す

るシグナル情報伝達系、病気抵抗性、プログラム細胞死の仕組みを解明している。更に、

これらの成果を応用して新規植物資源の開発を試み、食糧分野や環境分野への貢献を目

指している。 

② 植物資源学専門種目 

遺伝資源学の分野では、栽培植物およびそれに近縁の野生植物について、現地調査、

採集材料・実験系統の遺伝分析を行うとともに、有用形質の発現機構を分子生物学的に

解析し、その育種的利用を図っている。植物環境学の分野では、植物と環境の相互作用

を生態学的、生理学的に究明するとともに、環境保全に配慮して植生を管理する方法や

植物の機能性を高める方法を開発している。 

③ 分子機能科学専門種目 

応用微生物学の分野では、有用微生物の探索、微生物機能に関する基礎および応用研

究を行い、微生物および酵素を応用した産業的有用物質の生産とその機能の開発を目指

している。機能食品学の分野では、各種食品成分が示す多彩な生理機能を動物個体や組

織・細胞レベルで究明し、機能発現機構を解明するとともに、微生物酵素などを利用し

た機能性食品の創製を目指した基礎研究を行っている。 

④ 応用生化学専門種目 

生体機能の解明とその工学的応用に関する基礎研究として、タンパク質・酵素の立体

構造解析、タンパク質工学を利用した機能改変、新規分子素子の設計および高感度分析

法の開発、バイオセンサーやバイオ電池の開発、生物電気化学的手法を用いた生体膜モ

デル系の基礎研究とその応用に関する研究などを行っている。 

⑤ 古生物学専門種目 

  化石を用いて生命進化や古環境復元などを究明すること目指している。特に恐竜など

の脊椎動物化石について野外調査を重視しながら、それらの分類学的、古生態学的研究

を CTやコンピュータも使いながら進めている。 

⑥ 創造農学専門種目 

  農作物の品種改良による実用品種の開発および生産・利用に関する研究、農業分野や

産業分野に向けた微生物資材の開発研究、雑草管理を中心とした生態・環境に関する研

究地域農政に関する研究を行う。これらの研究の成果を統合し、「農の新時代」の実現を

目指す。 

 

 



２海洋生物資源学専攻の専門種目 

① 水圏生物生態学専門種目 

分子生物学、生理学、生態学、生物地球化学などを基礎とし、水圏生物の生態、環境

応答、環境適応、多様性などの解明およびその応用に関する教育・研究を行っている。

特に、水圏の一次生産を担う藻類の生物多様性や適応進化、形態形成や生活環の制御機

構、独立栄養や繁殖に関する生理生態、魚類を中心とする水圏動物の回遊生態や生物多

様性、水圏生態系の生物生産や食物網構造に関する基礎的知見を集積し、水圏生物およ

び水圏生態系の回復、保全、持続可能な利用の促進を目指している。 

② 海洋生物培養学専門種目 

水圏生物の生物学と増養殖技術の新たな展開を目指し、動物生理学、遺伝学、ゲノム

科学、海洋動物培養学、水族病理学、免疫学などを基盤として、基礎的および応用的な

教育・研究を行っている。特に、先進的なゲノム科学を基礎とし、成熟産卵の制御、成

長促進、魚病対策、育種などのために、実験室のみならず、養殖場などの学内外で広く

研究を行っている。 

③ 海洋生物育成学専門種目 

水圏生物の増養殖技術と生物多様性保全の新たな展開を目指し、海洋生物・生態学、水

圏生態学、行動学、水産資源学、水族栄養学などを基盤として、基礎的および応用的な

教育・研究を行っている。特に、現在進歩の著しいバイオテクノロジーを基礎とし、成

熟産卵の制御、餌料生物の培養、物理化学的および生物的環境の制御、成長促進、養魚

飼料開発、生物多様性保全などのために、実験室のみならず、養殖場などのフィールド

でも研究を行っている。 

④ 海洋生態環境学専門種目 

海洋・湖沼などの水圏生態化学・微生物学および海洋環境物理学・水理学などを基礎

とし、生物活性と物理的環境形成の相互作用ならびにその応用に関する教育・研究を行

っている。特に、生態系における微生物作用と環境因子との関わりや生態系解析のため

の分析手法の確立と生態環境を活用・向上させるための環境造成工学の発展を推進する。

これにより環境動態を総合的に理解し、生態系の物質循環・代謝の視点から、生物生産

と環境の保全・改良に役立てる。なお、生理活性物質の利用、環境微生物の毒性や地球

環境との関わり、生物の環境中の力学応答なども考究する。 

⑤ 海洋生物資源利用学専門種目 

海洋生物資源を食料など生命関連素材として高度利用するため、それらに含まれる各

種生体成分の構造と機能の解明ならびにその応用に関する教育・研究を行っている。特

に、生化学、分子生物学、食品化学、食品工学などを基礎として、海洋生物のタンパク

質とエキス成分の食品機能特性を、栄養性、呈味性、物性および生体調節作用などの側

面から分子レベルで解析すること、さらに貯蔵・加工におけるそれらの変化における制

御に関する知見を集積することに力を注ぎ、海洋生物資源の有効利用に関する諸問題の



解決に資することを目指している。 

⑥ 海洋情報科学・社会科学専門種目 

 近年の水産増養殖分野では、ゲノム・遺伝子情報や環境要因などのビッグデータの収

集と解析を避けることは出来ない。このため、ゲノム科学的な基礎知識を身につけた上

での新たな養殖技術の開発や、養殖用ロボットの制御システムの開発などを進め、次世

代の水産養殖技術を創生することが求められている。また、持続可能な水産業を確立す

るためには、生産技術の向上に加えて、儲かる産業として発展する必要がある。このた

め、食料安全保障や漁村地域の活性化に資する水産業の重要性を認識し、環境・資源・

漁業（者）の持続性を担保する水産業を目指して、マーケティングやビジネスモデルの

構築などをテーマに、情報科学・社会科学の立場からの教育・研究を進める。 


